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、

恵
那
市
誕
生
２０
周
年

　
平
成
１６
年
１０
月
２５
日
、
１
市
４
町
１
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
新
恵
那
市
。

２０
年
の
節
目
を
記
念
し
、
１０
月
２０
日
㈰
に
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
記
念
式
典

を
開
催
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
務
課
志
２
６
―
２
１
１
１

❶「恵那のまつり太鼓」の迫力ある演奏が約700人の観客を引きつける　❷一つ
一つ説明をしながら恵那農高生がステージの花を生ける　❸恵那南高生が袴姿で来
賓などを席に案内する　❹表彰時には恵那高生が表彰者氏名を読み上げる　

節
目
を
祝
い
、感
謝
を
伝
え
る

　
合
併
し
て
２０
年
。恵
那
市
で
は
、

市
内
１３
地
域
で
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性

を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
進
ん

で
い
ま
す
。
歴
史
や
文
化
、
美
し

い
自
然
な
ど
、
各
地
域
が
そ
の
個

性
を
磨
き
、
魅
力
を
発
信
し
て
い

ま
す
。
そ
の
魅
力
こ
そ
が
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
で
あ
り
、
市
の

誇
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
若
い
市
民
が
、
五

平
餅
や
栗
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト

を
考
案
し
、
盛
り
上
げ
て
く
れ
て

い
ま
す
。
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
が

開
通
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

多
く
の
人
が
行
き
交
い
、
元
気
な

ま
ち
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
ま
ち
を
知
る
こ
と
は
、
ま
ち
を

好
き
に
な
る
こ
と
、
次
の
時
代
を

支
え
る
人
を
育
て
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。
恵
那
で
生
ま
れ
育
っ

た
若
者
た
ち
、
こ
こ
で
働
き
暮
ら

す
若
者
た
ち
が
、
こ
れ
か
ら
の
恵

那
の
未
来
を
切
り
開
い
て
く
れ
ま

す
。
彼
ら
に
期
待
す
る
と
と
も
に

こ
れ
ま
で
本
市
の
発
展
に
尽
力
い

た
だ
い
た
皆
さ
ま
の
功
績
に
、
心

か
ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

20年間の主なできごと

　
式
典
は
、
恵
那
農
業
高
等
学
校

園
芸
科
学
科
生
徒
に
よ
る
花
生
け

の
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
開

幕
。
ス
テ
ー
ジ
を
華
や
か
に
彩
り

ま
し
た
。

　
市
勢
功
労
者
表
彰
で
は
、
ピ
ア

ノ
の
生
演
奏
の
中
、
恵
那
高
等
学

校
放
送
部
の
生
徒
が
被
表
彰
者
を

紹
介
し
ま
し
た
。
一
人
ず
つ
に
賞

状
が
手
渡
さ
れ
る
と
、
ス
テ
ー
ジ

に
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
２０
年
の
歩
み
を
映
像

で
振
り
返
る
と
と
も
に
、
市
制
２０

周
年
を
記
念
し
て
行
っ
た
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の

入
賞
作
品
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
「
輝
く
恵
那
人
」
や
市
内
小

学
生
が
出
演
し
た
映
像
に
合
わ
せ

て
、
恵
那
た
ん
ぽ
ぽ
作
業
所
の
皆

さ
ん
が
「
恵
那
の
ま
つ
り
太
鼓
」

で
「
鼓つ
づ

楽ら

」
を
演
奏
。
力
強
く
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
恵
那
南
高
等
学
校
の

生
徒
が
招
待
客
を
案
内
し
、
恵
那

特
別
支
援
学
校
の
生
徒
が
作
品
展

示
を
す
る
な
ど
、
若
い
力
に
支
え

ら
れ
た
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

10月　恵那市、岩村町、山岡町、明智町、串原村、
上矢作町が合併し、新恵那市が誕生

３月　毛呂窪小学校が閉校（恵那北小学校と統合）
10月　新火葬場えな斎苑オープン
１１月　クリスタルパーク恵那スケート場オープン

７月　市中央図書館（伊藤文庫）オープン

１月　こども元気プラザオープン

３月　市消防防災センター運用開始

７月　恵那テクノパーク第 3 期拡張工事完成
９月　観光物産館えなてらすオープン

４月　「三学のまち恵那」を宣言
12月　大崎土地区画整理事業が完了

１月・10月　ぎふ清流国体が開催される
４月　ふれあいエコプラザオープン

３月　岩村町本通りの電線などが地中化
11月　国道19号恵那 - 中津川間の４車線化が完成

３月　吉田小学校が閉校（明智小学校と統合）
11月　市役所西庁舎が完成

３月　幼保認定こども園スタート
６月　「健幸都市えな」を宣言
８月　東

しののめ
雲大橋が開通

10月　市立恵那病院が完成

８月　恵那くらしビジネスサポートセンターオープン

４月　中野方救急分遣所運用開始
５月　連続テレビ小説「半分、青い。」関連事業
10月　瑞浪恵那道路恵那工区が全線事業化

４月　おさしま二葉こども園が開園

１月　麒
き

麟
りん

がくる ぎふ恵那 大河ドラマ館オープン
３月　恵那峡再整備事業が完成
４月　恵那中央出張所えなえーるオープン

１月　ぎふクリスタル国体が開催される
２月　正家第二区画整理事業が完了
７月　オリンピックのホストタウン事業を実施

３月　「ゼロカーボンシティえな」を宣言
５月　SDGs 未来都市に選定される
６月　リニア中央新幹線長島トンネルの工事開始

６月　N
ネ ク ス ト

EXT G
ギ フ

IFU H
ヘ リ テ ー ジ

ERITAGE に認定される
７月　恵那未来キャンパスオープン
12月　恵那西工業団地造成工事が完成

１月　住みたい田舎ベストランキングで１位
９月　恵那峡Ｓ

サービスエリア

Ａスマートインターチェンジ（仮称）
　　　が事業化

H17

H16

H20

H22

H21

H28

H19

H23

H24

H25

H26

H27

H29

H30

R2

H31

R3

R4

R5

R6

　式典終了後には、市内中学生が企画・運営したイベントＥ
エ

Ｎ
ナ

ＡＦ
フ ェ ス

ＥＳが開催され
ました。
　昨年度市議会で行われた「中学生と恵那市の未来を語る会」で恵那西中学校から
出された「中高生が楽しめるイベントを自分たちで企画したい」という提案が、市
ＳＤＧｓ推進協議会の協力で実現。同校生徒が実行委員となり、市内全中学校へ参
加を呼びかけ、準備をしてきました。
　当日は、ゲストにタレントの井戸田潤

じゅん

さんを迎え、「未成年の主張」や恵那をテー
マにしたクイズなどで楽しみました。
その他、会場にはＳＤＧｓに関す
る展示や体験ブースが設けられ、
多くの人でにぎわいました。

市
長
式
辞
よ
り

ゲストの井戸田潤さん▶

❶

❷❸❹

ＳＤＧｓ推進室　志 26-6806

問

◀市ウェブサイ
ト市制20周年
のページ

中学生企画の初イベント ＥＮＡＦＥＳ も同日開催！

▲広報えなを
手話で読む

問
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多
年
市
議
会
議
員
と
し
て
貢
献

荒
田
雅
晴
（
上
矢
作
町
）、
水
野

功
教
（
長
島
町
）、
柘
植
羌
（
中

野
方
町
）、堀
井
文
博
（
岩
村
町
）、

堀
誠
（
大
井
町
） 

　

多
年
教
育
長
と
し
て
貢
献
　
大
畑

雅
幸
（
中
津
川
市
）　

多
年
公
平
委
員
会
委
員
と
し
て
貢

献
　
榊
原
章
夫
（
愛
知
県
）　

多
年
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
貢

献
　
梅
本
信
枝
（
上
矢
作
町
）、柘

植
賢
二
（
飯
地
町
）　

多
年
行
政
相
談
委
員
と
し
て
貢
献

伊
藤
義
孝
（
山
岡
町
）、
山
本
耕

嗣
（
岩
村
町
）　

多
年
財
産
区
議
員
と
し
て
貢
献
　

加
藤
正
明
（
長
島
町
）、
志
田
哲

雄
（
武
並
町
）

多
年
伝
統
文
化（
地
歌
舞
伎
）の
保

存
継
承
に
貢
献
　
松
本
団
女
（
瑞

浪
市
） 

、串
原
歌
舞
伎
保
存
会（
串

原
）、
三
郷
歌
舞
伎
保
存
会
（
三

郷
町
）、東
野
歌
舞
伎
保
存
会
（
東

野
）　

多
年
文
化
振
興
会
役
員
と
し
て
貢

献
　
林
正
人
（
笠
置
町
）、 

柘
植

麻
美
（
大
井
町
）、堀
新
三
（
串
原
）

多
年
茶
道
連
盟
会
長
と
し
て
貢
献

岡
本
祥
子
（
東
野
）　
　

多
年
図
書
館
協
議
会
会
長
と
し
て

貢
献
　
磯
部
彰
（
大
井
町
）　 

多
年
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

保
存
審
議
会
委
員
と
し
て
貢
献
　

渡
曾
延
彦
（
岩
村
町
）　

多
年
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
と

し
て
貢
献
　
塚
田
太
郎
（
上
矢
作

町
）、
悲
佐
田
明
俊
（
山
岡
町
）、

伊
藤
利
貞
（
武
並
町
）　
　

多
年
中
山
道
か
た
り
べ
の
会
会
長

と
し
て
貢
献
　
西
尾
重
人
（
大
井

町
） 

多
年
体
育
連
盟
会
長
と
し
て
貢
献

山
本
好
作
（
大
井
町
）

多
年
体
育
連
盟
役
員
と
し
て
貢
献

山
口
鉦
一
（
飯
地
町
）、
市
川
克

典
（
笠
置
町
）、 

故
・
西
山
さ
か

江（
長
島
町
）、千
藤
富
久（
東
野
）、

鈴
木
一
彦
（
明
智
町
）　

多
年
長
島
町
体
育
協
会
役
員
と
し

て
貢
献
　
山
本
法
彦
（
長
島
町
） 

多
年
武
並
町
体
育
協
会
理
事
長
と

し
て
貢
献
　
曽
我
公
臣（
武
並
町
） 

多
年
上
矢
作
町
体
育
協
会
会
長
と

し
て
貢
献
　
荒
田
啓
二
（
上
矢
作

２
０
３
の
個
人
と
団
体
を
表
彰

社
会
福
祉
の
増
進
（
若
者
支
援
）

に
多
大
な
貢
献
　
に
じ
い
ろ
パ
レ

ッ
ト
（
長
島
町
）　 

社
会
福
祉
の
増
進
（
障
が
い
福
祉

振
興
）
に
多
大
な
貢
献
　
障
が
い

者
自
立
ク
ラ
ブ
え
な
ぴ
あ
っ
ぽ

（
長
島
町
）

土
地
区
画
整
理
事
業
の
推
進
に
多

大
な
貢
献
　
河
村
尚
德（
長
島
町
）

多
年
商
工
会
議
所
役
員
と
し
て
貢

献
　
藤
下
和
也
（
大
井
町
）、
田

口
優
一
（
中
津
川
市
）、
柘
植
典

之
（
中
野
方
町
）、水
野
泰
正
（
東

野
）、
柘
植
孝
彦
（
飯
地
町
）、
古

山
紀
昭
（
大
井
町
）、平
井
茂
（
飯

地
町
）

多
年
商
工
会
役
員
と
し
て
貢
献

加
藤
博
靖
（
山
岡
町
）、
水
野
良

則
（
山
岡
町
）、
板
垣
光
公
（
瑞

浪
市
）、
瀨
戸
利
之
（
岩
村
町
）、

西
尾
修
欣
（
山
岡
町
）、
山
村
善

保
（
岩
村
町
）

多
年
医
師
と
し
て
貢
献
　
一
杉
明

員
（
長
島
町
）　

多
年
歯
科
医
師
と
し
て
貢
献
　
阿

部
義
和
（
明
智
町
）、
阿
部
奈
都

子
（
明
智
町
）、
石
黒
幸
司
（
岩

村
町
）、
奥
村
明
彦
（
長
島
町
）、

可
知
久
志
（
長
島
町
）、
木
村
謙

三（
大
井
町
）、桐
山
光
生（
東
野
）、

佐
々
木
晶
浩
（
多
治
見
市
）、
篠

原
勝
彦（
長
島
町
）、柘
植
紳
平（
中

野
方
町
）、根
﨑
端
午
（
山
岡
町
）、

林
正
規
（
笠
置
町
）、林
由
子
（
笠

置
町
）、
藤
岡
幹
久
（
大
井
町
）、

保
母
良
基（
明
智
町
）、町
野
敦（
長

島
町
）　

多
年
薬
剤
師
と
し
て
貢
献
　
遠
山

光
子
（
武
並
町
）　

多
年
看
護
師
と
し
て
貢
献
　
安
齊

夏
美
（
明
智
町
）、大
澤
啓
子
（
明

智
町
）　

多
年
准
看
護
師
と
し
て
貢
献
　
熊

谷
清
子
（
明
智
町
）

多
額
の
金
品
等
を
寄
付
　
伊
藤
鉄

男
（
東
京
都
）、井
口
好
（
関
市
）、

佐
藤
茂
（
東
京
都
）、 

故
・
曽
和

正
弘
（
大
井
町
）、 

故
・
伊
藤
友

子
（
大
井
町
）、
日
本
ガ
イ
シ
株

式
会
社（
愛
知
県
）、株
式
会
社
シ
・

シ
ュ
・
ノ
ン
（
愛
知
県
）、
株
式

会
社
フ
ォ
ー
ラ
ム
エ
イ
ト
（
東
京

都
）、
イ
シ
ッ
ク
ス
グ
ル
ー
プ
イ

シ
デ
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式

会
社
・
石
原
電
機
工
業
株
式
会
社
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３

３
４
︱
Ｂ
地
区
、
協
和
ダ
ン
ボ
ー

ル
株
式
会
社
（
長
島
町
）、
恵
那

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
長
島
町
）、

株
式
会
社
バ
ロ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
（
多
治
見
市
）、
ユ
ニ
オ
ン

機
工
株
式
会
社
（
三
郷
町
）、
東

山
フ
イ
ル
ム
株
式
会
社
恵
那
工
場

（
武
並
町
）

多
年
交
通
安
全
協
会
支
部
役
員
と

し
て
貢
献
　
原
昌
昭
（
大
井
町
）、

南
城
政
一
（
上
矢
作
町
）、
和
田

敏
彦
（
長
島
町
）　

多
年
消
防
団
長
と
し
て
貢
献
　
故

安
藤
克
已 

（
明
智
町
）、
故
・
大
島

光
利 （
串
原
）　

多
年
環
境
美
化
と
観
光
振
興
に
貢

献
　
き
ね
四
季
花
会
（
串
原
）　

多
年
住
民
自
治
組
織
の
役
員
と
し

て
貢
献
　
伊
藤
顯
（
東
野
）、
加

藤
哲
也
（
岩
村
町
）、
夏
目
裕
行

（
上
矢
作
町
）、丸
山
文
憲（
東
野
）、

原
康
（
大
井
町
）、
佐
々
木
亀
久

雄
（
明
智
町
）、佐
々
木
繁
典
（
岩

村
町
）、
佐
藤
吉
松
（
大
井
町
）、

山
内
達
雄
（
長
島
町
）、
小
栗
　

泰
（
岩
村
町
）、
松
浦
明
徳
（
東

野
）、
水
野
和
一
（
山
岡
町
）、
瀨

戸
利
之
（
岩
村
町
）、
西
尾
昭
彦

（
三
郷
町
）、浅
野
信
之（
岩
村
町
）、

前
川
登（
大
井
町
）、大
島
政
幸（
串

原
）、
中
神
恒
利
（
長
島
町
）、
塚

田
太
郎
（
上
矢
作
町
）、
樋
田
安

彦
（
笠
置
町
）、
林
憲
二
（
武
並

町
）、
林
豊
彦
（
笠
置
町
）、
鈴
木

孝
司
（
岩
村
町
）、鈴
木
繁
生
（
岩

村
町
）、
和
仁
誠
（
長
島
町
）、
纐

纈
佳
恭
（
飯
地
町
）

郷
土
食
を
通
じ
て
の
観
光
振
興
に

多
大
な
貢
献
　
長
尾
美
佐
子
（
明

智
町
）

第
７４
回
国
民
体
育
大
会
カ
ヌ
ー
競

技
会
　
ス
ラ
ロ
ー
ム
成
年
男
子
カ

ナ
デ
ィ
ア
ン
シ
ン
グ
ル
２５
ゲ
ー
ト

第
２
位
　
加
藤
哲
平（
中
津
川
市
）

第
７６
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会

ス
ケ
ー
ト
競
技
会
　
ス
ピ
ー
ド
競

技
成
年
男
子
５
０
０
㍍
第
２
位
　

遠
藤
龍
輝（
三
郷
町
）、
成
年
男
子

１
５
０
０
㍍
優
勝
　
高
田
衛
（
北

海
道
）、
成
年
男
子
１
０
０
０
㍍

優
勝
　
石
川
将
之
（
山
梨
県
）

特
別
国
民
体
育
大
会
　
ロ
ー
イ
ン

グ
成
年
女
子
舵
手
つ
き
ク
ォ
ド
ル

プ
ル
第
３
位
　
神
尾
羽
菜
（
中
野

方
町
）、
軟
式
野
球
優
勝
　
西
尾

昇
真
（
武
並
町
）　

特
別
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス

ケ
ー
ト
競
技
会
　
ス
ピ
ー
ド
競
技

少
年
男
子
２
０
０
０
㍍
リ
レ
ー
第

３
位
　
細
井
勇
大
（
岩
村
町
）、
鈴

木
義
人
（
岩
村
町
）　

特
別
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

水
泳
女
子
２５
㍍
平
泳
ぎ
優
勝
　
古

山
沙
奈
美
（
大
井
町
）　

第
７８
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
冬
季

大
会
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競
技
会

少
年
女
子
１
５
０
０
㍍
第
２
位
　

大
窪
菜
緒
（
大
井
町
）

２
０
２
２
／
２
０
２
３
全
日
本

ノ
ー
ビ
ス
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競

技
会
　
小
学
６
年
男
子
５
０
０
㍍

第
２
位
　
森
川
駿
（
岩
村
町
）　

令
和
４
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
　
テ
ニ
ス
競
技
男
子
団

体
第
３
位
　
古
屋
良
祐（
長
島
町
）

第
３２
回
全
日
本
高
等
学
校
女
子
サ

ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
　
優
勝
　
柘

植
沙
羽
（
大
井
町
）　

第
４２
回
全
国
高
等
学
校
女
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
選
抜
大
会
　
優
勝
　
仁

平
紗
知（
大
井
町
）、馬
場
玲
奈（
大

井
町
）　

全
日
本
ラ
リ
ー
選
手
権
　
Ｊ
Ｎ
︱

２
ク
ラ
ス
シ
リ
ー
ズ
第
２
位
　
三

枝
聖
弥
（
長
島
町
）　

パ
リ
２
０
２
４
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
　
テ
コ
ン
ド
ー
男
子
７０

キロ
級
第
５
位
　
工
藤
俊
介
（
東
京

都
）

町
）　 

多
年
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て

貢
献
　
里
恵
津
子
（
岩
村
町
）　

多
年
ス
キ
ー
協
会
会
長
と
し
て
貢

献
　
伊
藤
幸
平
（
明
智
町
）　

多
年
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
代
表
と

し
て
貢
献
　
笠
井
潔
（
大
井
町
） 

多
年
水
泳
協
会
理
事
長
と
し
て
貢

献
　
梶
田
と
も
子
（
大
井
町
）　

多
年
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
理
事
長

と
し
て
貢
献
　
古
田
真
助
（
長
島

町
）　

多
年
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
理

事
長
と
し
て
貢
献
　
小
薗
井
勝
広

（
長
島
町
）　 
　

多
年
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
会

長
と
し
て
貢
献
　
鈴
木
勉
（
中
津

川
市
）　

多
年
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
役

員
と
し
て
貢
献
　
梅
村
吾
三
（
明

智
町
）

多
年
サ
ッ
カ
ー
連
盟
役
員
と
し
て

貢
献
　
進
藤
幸
司
（
三
郷
町
）

多
年
卓
球
協
会
会
長
と
し
て
貢
献

樋
田
千
史（
大
井
町
）、林
孝
治（
長

島
町
）　 

多
年
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
委
員

と
し
て
貢
献
　
澤
村
明
都
（
中
野

方
町
）　 

　

多
年
母
子
寡
婦
福
祉
会
会
長
と
し

て
貢
献
　
古
山
登
美
子（
大
井
町
）

多
年
社
会
福
祉
関
係
団
体
の
役
員

と
し
て
貢
献
　
伊
藤
治
孝
（
上
矢

作
町
）、伊
藤
俊
三
（
上
矢
作
町
）、 

故
・
堀
賢
次
郎
（
上
矢
作
町
）　

多
年
知
的
障
害
児
者
育
成
会
会
長

と
し
て
貢
献
　
故
・
奥
山
完
治（
大

井
町
）　

多
年
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
と
し

て
貢
献
　
宮
地
政
臣
（
三
郷
町
）

多
年
視
覚
障
害
者
協
会
会
長
と
し

て
貢
献
　
柘
植
健
次
（
長
島
町
）

多
年
聴
覚
障
害
者
協
会
会
長
と
し

て
貢
献
　
原
邦
雄
（
長
島
町
）

多
年
保
護
司
と
し
て
貢
献
　
荒
田

善
美
（
上
矢
作
町
）、
柴
田
正
樹

（
岩
村
町
）、中
嶋
恵
子（
長
島
町
）、

渡
邉
保
幸（
大
井
町
）、堀
利
光（
山

岡
町
）

多
年
民
生
委
員
と
し
て
貢
献
　
松

本
広
英
（
東
野
）　

多
年
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
貢
献

阿
部
可
和
（
明
智
町
）、
塚
田
益

巳
（
明
智
町
）　 

多
年
社
会
福
祉
関
係
の
職
員
と
し

て
貢
献
　
　
野
悦
子
（
大
井
町
）、

紀
岡
伸
征（
長
島
町
）、稲
垣
実（
武

並
町
）、
伊
佐
治
つ
な
子
（
長
島

町
）、
中
野
雅
志
（
大
井
町
）、
山

口
美
紀
（
大
井
町
）、
渡
邉
の
り

子
（
大
井
町
）、牧
野
小
百
合
（
三

郷
町
）、
渡
邉
秀
勇
（
大
井
町
）、

島
﨑
太
郎
（
長
島
町
）、
森
岡
充

磨
（
長
島
町
）、
渡
邉
浩
子
（
武

並
町
）、
砂
場
栄
子
（
大
井
町
）、

小
板
久
江
（
中
野
方
町
）、
各
務

弘
恭
（
中
野
方
町
）、
池
田
千
津

美
（
大
井
町
）、
富
田
有
里
（
大

井
町
）、
纐
纈
大
樹
（
大
井
町
）、

村
山
ひ
と
み
（
東
野
）、
市
川
達

夫
（
大
井
町
）、長
谷
川
英
子
（
長

島
町
）、
後
藤
尚
司
（
瑞
浪
市
）、

高
木
梨
江
（
瑞
浪
市
）、
小
林
大

介
（
長
島
町
）、水
野
み
ゆ
き
（
瑞

浪
市
）、
丸
山
雅
史
（
三
郷
町
）、

工
藤
志
保
子
（
山
岡
町
）、
鈴
木

路
生
（
明
智
町
）、筒
井
里
美
（
武

並
町
）、藤
井
ひ
ろ
み
（
三
郷
町
）、

伊
藤
か
す
み
（
三
郷
町
）、
遠
山
み

ど
り
（
三
郷
町
）、成
瀬
晋
午
（
大

井
町
）、
可
兒
悦
子
（
長
島
町
）、

岩
井
聖
子
（
中
津
川
市
）、
後
藤

聡
子（
笠
置
町
）、太
田
ふ
み
え（
中

津
川
市
）　

各
分
野
で
の
功
績
に
敬
意
を
表
し
、
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た

皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
（
敬
称
略
）。

地
方
自
治
功
績

教
育
・
体
育
・
文
化
功
績

社
会
福
祉
功
績

産
業
功
績

保
健
衛
生
功
績

公
共
寄
附
功
績

市
勢
振
興
功
績


